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ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）っ
て
？

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
、
夫
婦
や
恋
人
関
係
に

あ
る
親
し
い
関
係
の
中
で
の
暴
力
の
こ

と
で
す
。
男
性
が
女
性
か
ら
受
け
る
暴

力
も
あ
り
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
女
性
が

男
性
か
ら
受
け
る
暴
力
が
多
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
大
人
だ
け
で
は

な
く
若
い
世
代
で
も
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

呼
ば
れ
る
恋
人
間
の
暴
力
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

暴
力
は
、そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、

被
害
者
の
間
柄
に
関
係
な
く
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

特
に
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）
や

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
行
為
は
、
女

性
の
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
大
切
な
存
在
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
、
相
手
も
自
分
も
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
事

で
す
。
あ
な
た
や
家
族
の
み
ん
な
が
大

切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
機
会

に
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
２
１

都
城
市
の
現
状

平
成
23
年
度
に
、
本
市
の
女
性
総
合

相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、１
、

０
５
４
件
で
し
た
。
そ
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
被

害
者
か
ら
の
相
談
は
１
７
０
件
で
、
全

体
の
16
㌫
に
当
た
り
ま
す
。

被
害
者
と
の
関
係
で
は
、
夫
婦
や
恋

人
関
係
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問
題

が
最
も
多
く
１
５
６
件
で
し
た
。

身
体
的
、
精
神
的
暴
力
以
外
に
も
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
経
済
的
な

暴
力
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
慢
し
な
い
で

勇
気
を
持
っ
て
相
談
を
！

「
誰
も
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
」「
世
間
体
が
気
に
な
る
」
な
ど
の

理
由
で
、
暴
力
を
受
け
て
い
て
も
誰
に

も
相
談
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
あ
な
た
の
力
に
な
れ
る
、

窓
口
と
専
門
家
が
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

１
本
の
電
話
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

身
近
な
人
が
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
き

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
は

身
の
回
り
で
暴
力
を
受
け
て
い
る
人

が
い
た
ら
、
ま
ず
は
、
話
を
否
定
せ
ず

に
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
誰
か
に
相
談
す
る
の
は
、
と
て
も

勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。「
あ
な
た
は

一
人
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
伝
え
て
、
相
談

先
の
情
報
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
都
城
市
女
性
総
合
相
談

【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

平
日
の
10
時
～
16
時

【
女
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）
】

11
月
20
日
㈫　

14
時
～
16
時

  【
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談（
要
予
約
）】

11
月
27
日
㈫　

13
時
～
16
時

◎
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

●
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
く
す
の
き

毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時

☎
36

−

０
７
４
０

11
月
12
日
㈪
～
25
日
㈰
は

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

暴
力
の
種
類

　

暴
力
に
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
は
な
く
、
精
神
的
・
性
的
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡

み
合
っ
て
、
被
害
者
の
心
と
体
を
傷

つ
け
ま
す
。

①
身
体
的
暴
力

・
殴
る
、
蹴
る

・
物
を
投
げ
つ
け
る
、
髪
を
引
っ
張
る

・
刃
物
な
ど
を
体
に
突
き
つ
け
る

②
精
神
的
暴
力

・
大
声
で
怒
鳴
る
、
お
ど
す

・�
人
前
で
侮
辱
的
・
差
別
的
発
言
を

す
る

・
無
視
す
る

③
性
的
暴
力

・
性
的
行
為
を
強
要
す
る

・
避
妊
に
協
力
し
な
い

あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
よ

暴　力
STOP
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子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
（
養
育

者
）
が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ

け
る
児
童
虐
待
。
こ
う
し
た
子
ど
も
へ

の
虐
待
は
、
身
体
的
虐
待
や
心
理
的
虐

待
、
育
児
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）、
性

的
虐
待
な
ど
が
重
複
し
て
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－
２
６
８
４

都
城
市
の
取
り
組
み

本
市
で
は
、
平
成
17
年
４
月
に
子
ど

も
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
、
同
年
９
月

に
都
城
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
事
務
局
を
こ
ど
も
課
内
に
設
置

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、
組
織

的
対
応
を
迅
速
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た

58
件
の
児
童

家
庭
相
談
の

う
ち
、
虐
待

に
関
す
る
相

談
が
36
件
と

大
半
を
占
め
、

特
に
育
児
放

棄
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の
？

虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な
事
情
が
あ
る
訳

で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
な
の
で
す
。

●
主
な
虐
待
の
要
因

①
子
育
て
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス

　

�

子
ど
も
と
い
る
時
間
が
長
い
、
子
育

て
の
相
談
相
手
や
近
所
に
知
り
合
い

が
い
な
い
な
ど

②
家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス

　

�

夫
婦
関
係
や
家
族
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
、
経
済
的
不
安
が
あ
る
な
ど

③
養
育
者
の
問
題

　

�

子
ど
も
が
か
わ
い
く
な
い
、
虐
待
さ

れ
て
育
っ
た
経
験
が
あ
る
、
病
気
が

ち
な
ど

あ
な
た
の
連
絡
が

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す

児
童
虐
待
は
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
起
き
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
か
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
県

の
児
童
相
談
所
や
市
役
所
へ
相
談
・
通

告（
連
絡
）し
て
く
だ
さ
い
。
通
告（
連

絡
）
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
に
救
い
の

手
を
差
し
伸
べ
る
大
事
な
一
歩
で
す
。

ま
た
、
自
分
の
子
育
て
に
不
安
を
感

じ
た
ら
、
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
き

っ
と
、
一
緒
に
解
決
策
を
見
い
出
し
て

く
れ
ま
す
。

◎
相
談
・
通
告（
連
絡
）先

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

　

☎
23

−

２
１
１
１
（
閉
庁
時
）

　

山
之
口
総
合
支
所
市
民
生
活
課��

　

☎
57

−

３
１
１
１

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
58

−

６
８
０
０

　

☎
58

−

２
３
１
１
（
閉
庁
時
）

　

山
田
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

��

　

☎
64

−

１
１
１
１

　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

　

☎
62

−

４
４
１
１

　

☎
62

−

１
１
１
１
（
閉
庁
時
）

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
都
城
児
童
相
談
所
）☎
22

−

４
２
９
４

あ
な
た
の
連
絡
が

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す

児童虐待

STOP
11
月
は

児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

平成23年度虐待相談内訳

ネグレクト
（育児放棄）
16 件

身体的虐待
８件

性的虐待
１件

心理的虐待
11 件

①
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

②
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳

　
（
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
）

③
一
人
で
考
え
込
ま
な
い

　
（
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
を
最
優
先
）

⑤�

虐
待
は
、
あ
な
た
の
周
り
に
も
起
こ

り
得
る（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
の
５
カ
条
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本
年
度
、
体
育
部
門
で
選
ば
れ
た
莫

根
秀
春
さ
ん
は
、
都
城
市
相
撲
連
盟
会

長
や
宮
崎
県
相
撲
連
盟
副
会
長
を
半
世

紀
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
務
め
、
各
種

の
相
撲
競
技
会
な
ど
を
主
催
す
る
な

ど
、
相
撲
競
技
の
普
及
や
発
展
に
貢
献

し
ま
し
た
。

自
身
も
昭
和
24
年
開
催
の
第
４
回
国

民
体
育
大
会
相
撲
競
技
で
ベ
ス
ト
16
に

入
り
、
そ
の
後
は
、
相
撲
連
盟
の
役
員

と
し
て
、
国
体
に
出
場
す
る
選
手
ら
の

強
化
練
習
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

平
成
２
年
に
は
、
九
州
相
撲
連
盟
顧

問
に
就
任
。
九
州
規
模
の
大
会
に
も
役

員
と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
市
で
開
催
さ
れ
た
大
相

撲
地
方
巡
業
の
と
き
、
地
元
責
任
者
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
本
物
の
大
相

撲
に
接
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
体
育
協
会
の
役
員
を
歴

任
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽

く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
９
年

に
は
文
部
科
学
大
臣
功
労
者
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

外
国
人
力
士
が
台
頭
す
る
現
在
も
、

日
本
人
の
力
士
を
育
て
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
子
ど
も
相
撲
大
会
を
開
催
し

た
り
、
国
体
選
手
ら
の
練
習
を
本
市
で

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
人
材
の
発
掘
や

育
成
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

都
城
市
文
化
賞
は
、
文
化
の
向
上
や

発
展
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の

あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
対
し
、
都
城

市
文
化
賞
条
例
に
基
づ
き
贈
呈
さ
れ

る
も
の
で
、
旧
都
城
市
時
代
も
含
め
、

こ
れ
ま
で
に
95
人
、
７
団
体
が
受
賞
し

て
い
ま
す
。

７
回
目
と
な
る
今
年
度
の
文
化
賞
に
は
、

体
育
部
門
で
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－
２
１
３
２

体育部門

莫
あ ぐ ね

根 秀
ひではる

春さん（栄町）

平
成
24
年
度

都
城
市
文
化
賞

早水公園体育文化センターで行われ
た地方巡業で、両横綱に囲まれた莫
根さん

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、「
安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆

地
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会

を
通
し
て
、
も
う
一
度
安
全
と
は
何
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

７
１
８
０

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会

安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰
や
飲
酒
運

転
根
絶
作
文
の
表
彰
と
朗
読
、
宮
崎
県

警
察
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈯

　
　
　
　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

犯
罪
や
交
通
事
故
の
現
状

都
城
警
察
署
管
内
で
は
、
車
や
バ
イ

ク
な
ど
の
器
物
損
壊
や
、
自
転
車
の
盗

難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
自
転

車
は
二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
し
て
盗

難
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
通
事
故
件
数
は
昨
年
よ
り

減
少
傾
向
で
す
が
、
死
亡
者
数
は
上
回

っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
被
害
者
と
な

る
事
故
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

安
心
で
き
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

都
城
警
察
署
管
内
の
飲
酒
運
転
検
挙

者
数
は
過
去
５
年
連
続
で
県
内
最
多
で
、

憂
慮
す
べ
き
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

飲
食
店
や
事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た

特
別
対
策
事
業
を
行
い
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
を
目
指
し
ま
す
。

●
飲
食
店
の
来
店
者
へ
の
対
策

来
店
客
に
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は

お
決
ま
り
で
す
か
？
」
と
書
か
れ
た
割

り
箸
を
提
供
。
裏
面
に
は
罰
則
な
ど
を

記
載
し
、
飲
酒
運
転
の
怖
さ
を
訴
え

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
根

絶
に
協
力
し
て
も

ら
う
た
め
市
が
選

定
し
た
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
推
奨
店

に
、
コ
ー
ス
タ
ー

や
の
ぼ
り
旗
を
配
布
し
ま
す
。

●
事
業
所
・
高
齢
者
・
若
者
対
策

交
通
事
故
加
害
者
の
手
記
「
贖あ
が
な
い
の

日
々
」
を
市
内
の
４
０
０
事
業
所
に
配

布
。
ま
た
、
若
者
を
対
象
に
ゴ
ー
グ
ル

を
使
っ
た
酩め
い
て
い酊

体
験
を
開
催
。
高
齢
者

に
は
反
射
材
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
と
事
故
防
止
に
向
け

た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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郷
土
が
生
ん
だ
詩
人
　
富
松
良
夫

富
松
良
夫
は
明
治
36
（
１
９
０
３
）

年
、
現
在
の
姫
城
町
に
生
ま
れ
、
６
歳

の
時
、
重
い
病
気
の
た
め
体
が
不
自
由

に
な
り
、
小
学
校
卒
業
後
は
進
学
も
か

な
わ
ず
、独
学
で
文
学
を
学
び
ま
し
た
。。

相
談
相
手
で
も
あ
っ
た
妹
へ
の
献
辞
が

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
24
年
に
は
、
第
２
詩
集
「
微か
す

か

な
る
花か

ふ譜
」
を
発
表
し
、
昭
和
29
年

に

�

51
歳
で
他
界
し
ま
し
た
。

良
夫
は
、
都
城
に
生
ま
れ
、
都
城
に

生
き
た
、
ま
さ
に
郷
土
の
詩
人
で
す
。

そ
の
作
風
な
ど
か
ら「
南
の
宮
沢
賢
治
」

と
た
た
え
ら
れ
た
り
、「
霧
島
の
詩
人
」

と
も
称
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

良
夫
は
、
妻
ケ
丘
中
学
校
の
ほ
か
、

市
内
の
小
中
学
校
の
校
歌
を
作
詞
し
、

上う
え
は
ら
ゆ
う
さ
く

原
勇
作
と
富と

み

ま

つ

よ

し

お

松
良
夫

い
ま
振
り
返
る
郷
土
の
偉
人

秋
も
深
ま
る
こ
の
季
節
。
読
書
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
詩
人
と
図
書
館
の
前
身
を
築
い
た
２
人
の
偉

人
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

図
書
館　

☎
22 

－

０
２
３
９

人
材
育
成
に
尽
力
し
た
上
原
勇
作

上
原
勇
作
は
安
政
３（
１
８
５
６
）年
、

現
在
の
上
町
に
生
ま
れ
、
13
歳
の
若
さ

で
明
道
館
の
教
師
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
上
京
し
、
野の

づ津
陸
軍
少
佐
邸
の

書
生
と
な
り
、
明
治
12
（
１
８
７
９
）

年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
首
席
で
卒
業
後
、

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
工
兵
の
近
代
化

を
学
び
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
は
陸
軍

参
謀
を
、
そ
の
後
は
、
陸
軍
大
臣
や
教

育
総
監
な
ど
を
務
め
、
昭
和
8
年
に
78

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

勇
作
は
「
国
家
の
次
は
都
城
で
あ

る
」
と
、
後
進
の
育
成
の
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
本
を
古
里
に
寄
贈
。
現
在
で

も
、
市
立
図
書
館
で
「
上
原
文
庫
」
と

し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
原
文
庫

陸
軍
大
臣
就
任
を
記
念
し
て
、
大
正

３
（
１
９
１
４
）
年
に
設
立
さ
れ
た
上

原
文
庫
。
勇
作
は
、
た
く
さ
ん
の
本
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
や

雑
誌
な
ど
は
、
国
会
図
書
館
に
も
所
蔵

の
無
い
史
料
を
多
数
含
む
貴
重
な
本
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

上
原
文
庫
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

　

通
常
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
前

に
申
し
込
み
を
す
れ

ば
見
学
で
き
ま
す
。

上
原
文
庫
を
見
学
し

て
、
上
原
勇
作
の
古

里
へ
の
思
い
と
後
進

育
成
へ
の
情
熱
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
歌
詞
は
今
で
も
多
く
の
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

富
松
良
夫
の
詩
に
触
れ
て
み
よ
う
！

図
書
館
ま
つ
り
（
第
一
部
）
で
富
松

良
夫
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
の
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
24
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
30
分
開
演

●
場
所　

図
書
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容　

富
松
良
夫
顕
彰
委
員
の
小
西

宏
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
作
品
の
朗
読

19
歳
で
友
人
ら
と
文
学
創
作
活
動

の
出
発
点
と
な
る
文
芸
同
人
誌
「
盆

地
」
を
刊
行
し
、
26
歳
の
時
に
は
詩
誌

「
白は
く

」
を
主
宰
し
ま
し
た
。

昭
和
５
年
に
発
表
し
た
第
１
詩
集

「
寂
し
き
候こ
う
ち
ょ
う鳥

」
に
は
、「
こ
の
小
さ
き

詩
集
を
亡
き

富
士
子
の
霊

に
捧さ
さ

ぐ
」
と

い
う
、
良
夫

の
良
き
理
解

者
で
も
あ
り
、

約5,000冊の図書資料群

全国の詩人との交流のきっか
けとなった詩集「寂しき候鳥」
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国
民
健
康
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
20
歳
以
上
の
３
人
に
１
人
が
糖
尿
病
ま
た

は
そ
の
予
備
軍
と
推
計
さ
れ
て
い
て
、
放
っ
て
お
く
と
血
管
や
神
経
が
侵
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
が
起
こ
る
非
常
に
怖
い
病
気
で
す
。
こ
の
機
会
に
糖
尿
病

へ
の
関
心
を
高
め
、
そ
の
予
防
法
な
ど
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

－
２
７
６
５

糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

食
べ
物
や
飲
み
物
が
消
化
吸
収
さ
れ

て
作
り
出
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
。
糖
尿
病

は
、
こ
の
ブ
ド
ウ
糖
が
血
液
中
に
異
常

に
多
く
な
る
病
気
で
す
。

糖
尿
病
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
人
の
患
者
の
90
㌫
以

上
は
、
過
食
や
運
動
不
足
が
原
因
と
な

っ
て
起
こ
る
糖
尿
病
で
す
。

糖
尿
病
は
な
ぜ
怖
い
の
？

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
い
て
も
、

自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
が
糖
尿
病

の
厄
介
な
と
こ
ろ
で
す
。「
の
ど
が
渇

く
」「
ト
イ
レ
の
回
数
が
増
え
た
」「
よ

く
食
べ
る
の
に
体
重
が
減
る
」
と
い
っ

た
症
状
に
気
付
い
た
こ
ろ
に
は
、
病
気

が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
招
き
ま
す
。
視

力
低
下
や
失
明
の
原
因
と
な
る
網
膜
症

の
ほ
か
、
感
覚
ま
ひ
を
引
き
起
こ
す
神

経
障
害
、
人
工
透
析
や
腎
移
植
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
る
腎
症
は
、
三
大
合

併
症
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
早
期
発

見
と
治
療
が
大
切
で
す
。
症
状
が
無
く

て
も
年
に
１
度
は
健
康
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

糖
尿
病
を
防
ぐ
に
は

糖
尿
病
の
多
く
は
、
運
動
不
足
の
解

消
と
食
生
活
の
改
善
で
予
防
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
ず
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
３
食
規
則
正
し
く
食

べ
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
体
を
動
か
す
こ
と
も
大
切
で

す
。
運
動
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を

活
発
に
し
血
糖
値
を
下
げ
、
肥
満
を
改

善
す
る
だ
け
で
な
く
ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
も
役
立
ち
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
食
事
と
運
動
に

着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
や

栄
養
士
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体の中の変化

高血糖が続く

細胞が脱水症
状を起こす

糖をエネルギー
化できない

合併症を併発
・神経障害
・腎症
・網膜症
・心筋梗塞
・脳梗塞
・白内症
・壊

え そ

疽
・感染症など

自覚症状

自覚症状なし

トイレの回数が
増える
のどが乾く

疲れやすくなる
よく食べても
体重が減る

目がかすむ
手足がしびれる
感覚が鈍くなる

糖尿病の進行度

＜あなたの肥満度はどれくらい？＞
肥満の判定に用いられるBMIを計

算してみましょう。25を超えると肥
満と判定されます。22が標準とされ、
最も病気に掛かりにくい理想的な数
値といわれています。
BMI＝
体重（　）㎏÷身長（　）ｍ÷身長（　）ｍ
18.5未満……低体重
18.5以上25未満……普通体重
25以上……肥満

糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

運
動
不
足
の
解
消
と
食
生
活
の
改
善

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

食
と
運
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

11月14日は世界糖尿病デー

思
い
当
た
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

中
で
も
、
肥
満
の
人
は
標
準
的
な
体

重
の
人
よ
り
糖
尿
病
に
な
る
確
率
が
、

５
倍
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
体
の
中
で
唯
一
、
ブ
ド
ウ
糖
を
分

解
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
う
ま

く
作
用
し
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
血
糖

値
が
上
が
る
た
め
で
す
。
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専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

市
で
は
、
市
内
を
７
つ
の
圏
域
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
社
会
福
祉

士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
ほ
か
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
介
護
予
防
事
業
担

当
職
員
を
配
置
し
て
、
地
域
で
暮
ら
す

高
齢
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ

れ
が
専
門

の
分
野
だ

け
の
仕
事

を
行
う
の

で
は
な
く
、

互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら「
チ
ー
ム
」

と
し
て
総
合
的
に
高
齢
者
や
そ
の
家
族

を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い
！

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
は
も
と

よ
り
、
そ
の
家
族
や
近
所
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
介
護
や
福
祉
、
健
康
、
医
療
に

関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、
相
談
内
容
に

応
じ
て
、
適
切
な
機
関
な
ど
と
連
携
し

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
可
能
な
制

度
の
活
用
を
支
援
し
、
問
題
の
解
決
に

努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
把
握
や
見
守
り
の
た
め
に
地

域
を
巡
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
た
際
は
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

（
権
利
擁
護
業
務
）

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
に
、
高
齢
者
の
人
権
や
財
産

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
守
り
ま
す
。

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
高

齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る

ほ
か
、
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る

被
害
の
防
止
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
支
援
し
ま
す

（
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

皆
さ
ん
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
助
言
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
地
域
に
す
る
た
め
、
医
療
機
関
を
含

め
た
地
域
の
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す

（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
・
２
と
認

定
さ
れ
た
人
へ
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
援
や
介
護
が
、
今
後
必
要

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
市

が
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
事
業
の
利
用

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
を
必
要
と
し
な
い
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
や
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
身
近
な
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
介
護
や
福
祉
、
健
康
、
医
療

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

姫城・中郷地区地域包括支援センター
上町17街区20号　☎26−8339

妻ケ丘・小松原地区地域包括支援センター
平江町２街区13号　☎23−9712

五十市・横市地区地域包括支援センター
久保原町10街区20号　☎57−6767

祝吉・沖水地区地域包括支援センター
祝吉町5055番地５　ミラ・クレイン102号
☎26−4212

志和池・庄内・西岳地区地域包括支援センター
庄内町8160番地３　☎45−4180

山之口・高城地区地域包括支援センター
山之口町花木2005番地（山之口総合支所内）
☎29−1682
山田・高崎地区地域包括支援センター
高崎町大牟田1150番地１（高崎総合支所内）
☎45−8411

※�桜の花をモチーフに作成されたシンボルマー
ク。合併した５市町が一つのまちとして花開
くことを願ってデザイン化されました

市内の
地域包括
支援センター

地域包括支援センターの
業務実績（平成23年度）

保健医療ほか
73件（1％)

介護予防・福祉
サービス業務
1,509件
（9％)

訪問業務
4,567件
（29％)

相談業務
9,511件
（61％)

保健師 社会福祉士

主任介護
支援専門員

介護支援
専門員

介護予防
事業担当
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屋外焼却・不法投棄は です!!犯罪

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
も
の
を
分
別
し
た
り
、
決
め
ら
れ

た
日
時
・
場
所
を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
た

り
し
て
、
適
正
な
ご
み
処
理
を
し
て
い
る

一
方
で
、
屋
外
焼
却
や
不
法
投
棄
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

違
法
な
ご
み
処
理
は
、
周
囲
の
人
に
迷
惑

を
掛
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
環
境
に
も
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
適
正

な
ご
み
処
理
に
つ
い
て
考
え
、
ル
ー
ル
を

守
っ
た
ご
み
処
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

屋
外
焼
却
・
不
法
投
棄
の
情
報

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理

　

農
産
園
芸
課　

☎
23

－

２
４
２
５

●
増
え
続
け
る
屋
外
焼
却

屋
外
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
、
ご
み
や

草
木
な
ど
を
燃
や
す
行
為
に
よ
り
「
洗

濯
物
に
臭
い
が
付
く
」「
煙
で
せ
き
が

止
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
て
、
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

営
農
の
た
め
の
あ
ぜ
焼
き
や
野
焼
き

な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て

屋
外
で
の
焼
却
は
や
め
、
燃
や
せ
る
ご

み
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
ご
み
に

分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
と
き
は

住
み
よ
い
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、

市
の
監
視
活
動
だ
け
で
は
な
く
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
屋
外

焼
却
を
発
見
し
た
場
合
は
、
環
境
政
策

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
環
境
を
壊
す
不
法
投
棄

最
近
、
山
林
や
河
川
、
道
路
、
公
園

な
ど
に
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
家
電

品
や
家
具
な
ど
の
粗
大
ご
み
に
加
え
、

家
庭
ご
み
や
事
業
系
ご
み
を
違
法
に
投

棄
す
る
行
為
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
不
法
投
棄
は
、
自
然
の
景

観
を
損
な
う
だ
け
で
は
な
く
、
悪
臭
の

発
生
や
河
川
の
水
質
汚
染
、
動
植
物
の

生
態
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
●
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

一
度
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
所
は
、

ご
み
が
新
た
な
ご
み
を
呼
び
、
不
法
投

棄
が
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、

土
地
や
建
物
の
管
理
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
草
が
繁
茂
し

て
い
る
な
ど
管
理
が
不
十
分
だ
と
、
不

法
投
棄
を
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
外

部
か
ら
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
、
柵
や
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
、
定
期

的
に
除
草
を
行
い
ご
み
を
捨
て
ら
れ
に

く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す

現
在
市
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る

監
視
の
ほ
か
に
、
67
人
の
環
境
監
視
員

が
、
定
期
的
に
河
川
や
ご
み
が
捨
て
ら

れ
そ
う
な
場
所
を
巡
回
し
、
こ
う
し
た

違
法
行
為
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
の
回
収
な
ど
も

行
っ
て
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
河
川
の
周
辺
や
道
路
な

ど
を
巡
回
し
て
、
廃
棄
物
の
有
無
や

油
な
ど
が
流
失
し
て
い
な
い
か
な
ど

の
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。
有
水
地

区
で
は
、
自
治
公
民
館
や
地
域
組
織

と
環
境
監
視
員
が
連
携
し
て
啓
発
や

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
環
境
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
地
域
外
の
人
が
生
活

ご
み
な
ど
を
捨
て
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
草
刈
り
な
ど
を
し
て
、
ご

み
を
捨
て
ら
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

環境監視員
押川利昭さん
（高城町有水）

インタビュー
ご
み
を
捨
て
ら
れ
に
く
い

環
境
づ
く
り
が
大
切
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平
成
25
年
度
か
ら
、
次
の
通
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

●
補
助
の
対
象

個
人
住
宅
や
店
舗
併
用
住
宅
（
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
居
住
用
に

使
用
さ
れ
る
建
物
）
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※�

建
て
売
り
住
宅
や
別
荘
、
共
同
住
宅
、

寄
宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

●
補
助
の
要
件

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・�
県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習

を
受
講
し
て
い
る
こ
と

・�

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理

区
域
外
で
あ
る
こ
と

・
５
人
槽
～
10
人
槽
で
あ
る
こ
と

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
に
は

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理

区
域
外
の
地
域
に
、
住
宅
を
新
築
し
た

り
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理

浄
化
槽
を
改
築
し
た
り
し
て
、
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
工
事

着
工
前
に
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
設
置

費
用
の
一
部
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
申
請
額
の
総
額
が
予

算
額
を
超
え
た
場
合
は
、
補
助
金
を
交

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
、

補
助
金
額
と
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽

の
規
模
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
合
併

処
理
浄
化
槽
を
新
設
す
る
場
合
は
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額

【
く
み
取
り
式
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化

　

槽
か
ら
の
改
築
の
場
合
】

・
５
人
槽　

33
万
２
、
０
０
０
円

・
６
～
７
人
槽　

41
万
４
、
０
０
０
円

・
８
～
10
人
槽　

54
万
８
、
０
０
０
円

【
新
築
の
場
合
】　

一
律　

11
万
円

●
設
置
工
事
は
指
定
工
事
店
で

工
事
は
、
県
浄
化
槽
工
事
登
録
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
業
者
は

後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う
、
排
水

設
備
の
構
造
な
ど
、
細
か
な
点
ま
で
市

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
で
工
事
を

行
う
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

大
淀
川
の
水
質
は
、
平
成
23
年
度
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
九
州
の
１
級
河
川
26
河
川

中
21
位
と
決
し
て
良
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
河
川
の
汚
れ
の
原

因
の
一
つ
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
が
適
正
に
処
理
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
事
業
の
ほ
か
に
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、
よ
り
効

果
を
上
げ
る
た
め
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
補
助
の
内
容
を
見
直
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

☎
23

－
５
９
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課 　
　

浄化槽は検査が必要です！
　合併処理浄化槽は、機器に故障がないかなどを
調べるため、次の３つの点検が必要です。維持管
理を確実に行い、正しく使いましょう。

１ 保守点検
浄化槽管理士または保守点検業者
による年数回の機器の点検、調整

２ 清掃
浄化槽内にたまった汚泥の取り除
きや機器類などの洗浄

３ 法定検査
工事や保守点検、清掃などが適正に行われてい
るかを判断するための検査

●浄化槽法に基づく法定検査とは？
　合併処理浄化槽を設置
して３～８カ月の間に、
指定検査機関の水質検査
を受け、その後、年１回
の定期検査が義務付けら
れています。

平
成
25
年
度
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
？

河
川
の
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
生

活
排
水
を
き
れ
い
に
処
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
下
水
道
な

ど
の
施
設
で
汚
水
を
処
理
し
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
手
段
を
利
用
で
き
な
い

地
域
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
地
域
の
汚
水
処
理
手
段

が
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
役
割

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
や
台

所
、
風
呂
場
な
ど
の
生
活
排
水
を
適
正

に
処
理
し
て
、
河
川
の
汚
れ
を
防
止
し

ま
す
。

ま
た
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
で
、

悪
臭
が
無
く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生

を
抑
え
生
活
環
境
を
改
善
し
ま
す
。
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差
し
押
さ
え
強
化
中

市
民
の
皆
さ
ん
の
納
税
に
対
す
る
不
公

平
感
を
な
く
す
た
め
に
は
、
悪
質
な
滞

納
を
許
さ
ず
に
、
税
の
確
実
な
徴
収
を

行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
に
市
で
は
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
、

徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

税
金
を
滞
納
し
た
場
合
、
納
税
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人

の
財
産
調
査
を
行
い
、
財
産
を
差
し
押

さ
え
て
税
金
に

充
て
る
滞
納
処

分
を
行
い
ま
す
。

◎
市
税
の
納
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　
　
　

納
税
課　
　
　

☎
23

－

２
１
２
６

◎
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

７
１
４
４

納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

電
話
に
よ
る
納
税
の
お
願
い

次
の
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
納
付
期
限

を
過
ぎ
て
も
納
付
の
確
認
で
き
な
い
人

へ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
電
話
で
、
納
付

の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

24
年
度
分
の
未
納
者
が
対
象
で
す
。

①
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

③
軽
自
動
車
税

④
国
民
健
康
保
険
税

⑤
介
護
保
険
料

夜
間
や
忙
し
い
時
間
帯
に
連
絡
し
た

り
、
納
付
済
み
の
行
き
違
い
が
生
じ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

延
滞
金
は
14
・
６
㌫

税
金
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
か

っ
た
場
合
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
た
人
と
の
公
平
を
図
る
た
め
、
延

滞
金
も
必
ず
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

延
滞
金
は
滞
納
税
額
に
対
し
て
年

14
・
６
㌫
の
割
合
で
加
算
さ
れ
ま
す
。

法
人
市
民
税
の
申
告
と
異
動
届
け

法
人
市
民
税
は
、
市
内
に
事
務
所
な

ど
を
持
つ
法
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
申

告
し
納
付
義
務
の
あ
る
税
金
の
た
め
、

期
限
内
の
申
告
や
納
付
の
推
進
を
強
化

し
、
未
申
告
や
未
納
を
防
い
で
い
ま
す
。

督
促
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
期
限
内
の
申
告
お
よ
び
納
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
在
地
や
代

表
者
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
変
更
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
関
す
る
相
談
を
実
施
中

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、

納
税
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
事

情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
市
税
は
納
税
課
、

国
民
健
康
保
険
税
は
保
険
年
金
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
月
第
３
木
曜
日
は
、
午
後

８
時
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
が
口
座
を

指
定
し
て
振
り
込
み
を
求
め
た
り
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
振
り
込

み
操
作
を
指
示
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
を
装

っ
た
振
り
込
め
詐
欺
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

財産調査
勤務先や金融機関、生命保険会社、官
公庁、取引先などへの財産調査を行い
ます。なお、この調査に本人の承諾は
必要ありません

督促
納付期限から20日以内に、督促状を発
送します

滞納処分までの流れ

納税通知書発送

滞納処分（財産の差し押さえ）
督促状発送から10日以内に完納になら
ない場合は、滞納処分の対象となり、
財産を差し押さえます

換価処分
債権は原則すぐに現金化し、不動産は
公売して税に充当します

預　金

給　与

不動産

生命保険

家　賃

年　金

その他

1,570件

351件

84件

51件

6件

2件

5件 タイヤロック装置による
車の差し押さえ

平成23年度　滞納処分内訳

悪
質
な�

は
許
し
ま
せ
ん
!!
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地
域
の
農
業
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て

全
国
に
定
着
し
て
い
る
農
業
委
員
会
。

本
市
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
厳
し

い
農
業
情
勢
を
改
善
す
る
た
め
、
47
人

の
農
業
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
う
し
た
農
業
委
員
の
役
割
や

活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

７
８
６
８

農
業
委
員
会
と
農
業
委
員

農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
く

農
地
の
売
買
や
貸
借
の
許
可
を
は
じ

め
、
農
地
転
用
の
許
認
可
や
遊
休
農
地

の
調
査
・
指
導
な
ど
、
農
地
に
関
す
る

事
務
を
行
う
行
政
委
員
会
で
す
。

農
業
委
員
会
の
委
員
は
、
３
年
に
１

度
行
わ
れ
る
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
委
員

40
人
と
、
市
長
が
選
任
し
た
委
員
７
人

の
計
47
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
役
割

こ
う
し
た
許
認
可
業
務
を
委
員
会
で

決
定
す
る
た
め
に
、
農
業
委
員
は
現
地

調
査
を
行
っ
た
り
、
そ
の
結
果
を
委
員

会
に
諮
っ
た
り
し
て
農
業
の
振
興
を
支

え
て
い
ま
す
。

農
業
委
員

地
域
の
農
業
を
支
え
る

●
農
地
の
売
買
や
貸
借
の
許
可

　

�

農
地
を
売
買
し
た
り
、
貸
借
し
た
り

す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
に
申
請

し
、
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
同
委
員

会
は
内
容
を
確
認
し
、
許
可
・
不
許

可
を
決
定
し
ま
す

●
農
地
の
転
用
に
関
す
る
こ
と

　

�

農
地
を
農
業
以
外
の
目
的
で
使
用
す

る
場
合
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
農

地
の
転
用
許
可
は
、
規
模
に
よ
っ
て

国
や
県
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
転
用
申
請
を
受
け
付
け
た
農
業

委
員
会
は
、
内
容
を
審
査
し
許
可
・

不
許
可
な
ど
の
意
見
を
付
け
て
県
へ

送
り
ま
す

●
遊
休
農
地
の
調
査
や
指
導

　

�

定
期
的
に
区
域
内
の
農
地
の
利
用
状

況
を
調
査
し
た
り
、
無
断
で
転
用
し

た
農
地
所
有
者
に
対
し
て
指
導
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す

●
農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と

　

�

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
の

生
活
安
定
や
経
営
者
の
若
返
り
を
図

り
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
促
進
す
る

な
ど
の
目
的
で
昭
和
46
年
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
、
制

度
の
周
知
や
加

入
促
進
、
受
給

手
続
き
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
加
え
た
「
４
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
」
が
、
11
月
１
日
か
ら
指
定
医

療
機
関
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
早
め
に
接
種
し
て
、
病
気
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
６
８
４

●
対
象　

今
ま
で
に
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
両
方
を
接
種

し
た
こ
と
の
な
い
人

●
年
齢　

生
後
３
カ
月
～
90
カ
月
未
満

●
予
防
す
る
病
気

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
お

よ
び
ポ
リ
オ

●
接
種
の
方
法　

初
回
３
回
、
追
加
１
回
の
皮
下
接
種

●
料
金　

無
料

●
そ
の
他　

指
定
医
療
機
関
に
事
前
に

予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

平成24年度 ４種混合ワクチン予防接種指定医療機関
医療機関名 電　話 医療機関名 電　話

あきと内科胃腸科 46‒5500 原田医院 26‒3330

有馬医院 23‒2610 ふくしまクリニック 46‒5001

大橋クリニック 37‒0539 丸田病院 23‒7060

沖水こどもクリニック 27‒5656 柳田クリニック 22‒4862

仮屋医院 36‒0521 山内小児科医院 22‒0048

仮屋外科胃腸科医院 25‒7712 志 目々医院 57‒2004

共立医院 22‒0213 政所医院 58‒2171

久保原田中医院 22‒7700 教山内科医院 62‒1205

ケイオークリニック 46‒4500 隅病院 62‒1100

児玉小児科 25‒5570 海老原内科 64‒1211

城南クリニック 26‒3662 山路医院 64‒3133

とくとめクリニック 26‒1820 たけしたこども医院 51‒0005

冨田医院 23‒4586 田中隆内科 52‒0301

はしぐち小児科 24‒5500 とまり内科外科胃腸科医院※ 52‒1135

早水公園クリニック 36‒6117 畠中小児科医院 52‒6000

※３歳以上のみ実施　

予
防
接
種
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City of Miyakonojo  Topics
力
作
ぞ
ろ
い
に
芸
術
の
秋
を
満
喫     

第
59
回
都
城
市
美
術
展
覧
会

　

都
城
市
美
術
展
覧
会
が
９
月
14
日
か

ら
30
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
都
城
市
立
美
術
館
に
は
、
絵
画

や
写
真
、
書
、
工
芸
の
４
部
門
で
入
選

し
た
３
８
１
作
品
を
展
示
。
15
日
に
は

観
賞
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者
ら
は
、
実

行
委
員
に
よ
る
各
受
賞
作
品
の
解
説

や
、
自
分
が
出
展
し
た
作
品
の
講
評
な

ど
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
大お

お
く
え崩

山や
ま

の
紅
葉
を
描
い
た
作
品
を
出
展
し
た

梯か
け
は
し
ゆ
き
こ

雪
子
さ
ん
（
梅
北
町
）
は
「
市
美
展

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
作
品
を
見
て
も

ら
え
る
い
い
機
会
。
自
分
の
作
品
の
評

価
も
聞
く
こ
と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

メ
ダ
リ
ス
ト
の
か
か
し
た
ち

 

か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

　

秋
を
彩
る
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
９
月
22
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
、
一

堂
ヶ
丘
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
趣
向

を
凝
ら
し
て
製
作
さ
れ
た
か
か
し
37
体

を
展
示
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
作
品

は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ

リ
ス
ト
た
ち
が
凱が

い
せ
ん旋
パ
レ
ー
ド
す
る
様

子
を
再
現
し
た
も
の
。
取
っ
手
を
引
く

と
人
形
が
動
い
た
り
、
ペ
ダ
ル
を
踏
む

と
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
飛
び
出
し
た
り
す
る

仕
掛
け
に
、
来
場
者
ら
は
驚
い
て
い
ま

し
た
。
酒
瀬
川
宗し

ゅ
う
せ
い晟

君（
山
田
町
山
田
・

６
歳
）
は
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
出
て
く
る

と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
」
と
仕
掛
け
を

動
か
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
光
る
作
品
ず
ら
り
！

都
北
地
区
学
校
創
意
工
夫
工
作
展

　

子
ど
も
た
ち
が
、
夏
休
み
に
知
恵
を

絞
っ
て
作
っ
た
作
品
を
集
め
た
都
北
地

区
学
校
創
意
工
夫
工
作
展
が
、
９
月
15

日
か
ら
17
日
ま
で
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
が
７
０
９

点
の
作
品
を
出
展
。
入
選
し
た
海か

い
だ田
琴こ
と

音ね

さ
ん
（
大
王
小
６
年
）
の
「
ち
ょ
う

ち
ょ
の
灯
ろ
う
」
は
、
薄
い
木
を
使
っ

た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
の
内
側
に
、
チ
ョ

ウ
や
花
の
絵
を
貼
り
付
け
、
光
が
点
滅

す
る
た
び
に
影
絵
が
楽
し
め
る
作
品
。

家
族
旅
行
先
で
見
た
も
の
を
参
考
に
し

た
作
品
に「
夏
の
楽
し
い
思
い
出
で
す
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
キ
ッ
ズ
イ
レ
ブ
ン
に
大
声
援     

都
城
地
区
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

９
月
23
日
、
母
智
丘
関
之
尾
公
園
多

目
的
広
場
で
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
31
回
目
と
な

る
大
会
に
、
未
就
学
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
の
約
５
０
０
人
が
出
場
。
年
代
別
に

分
か
れ
て
、
交
流
試
合
を
楽
し
み
ま
し

た
。
か
わ
い
ら
し
い
姿
で
ピ
ッ
チ
に

立
っ
た
キ
ッ
ズ
選
手
ら
も
元
気
い
っ
ぱ

い
に
走
り
回
り
、
応
援
に
駆
け
付
け
た

家
族
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
五
十
市
Ｆ
Ｃ

の
名な

わ

だ

が

く

和
田
我
空
君
（
６
歳
）
は
「
た
く

さ
ん
点
が
取
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
将

来
は
プ
ロ
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
に
出
た

い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

122012.11



まちの話題
旧
家
で
過
ご
す
緩
や
か
な
ひ
と
と
き     

重
陽
の
節
句
と
後
の
ひ
な

　

９
月
８
日
か
ら
30
日
ま
で
旧
後
藤
家

商
家
交
流
資
料
館
で
、
重
陽
の
節
句
に

合
わ
せ
た
「
後
の
ひ
な
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
秋
の
名
月
を
楽
し
も
う

と
30
日
に
は
、
観か

ん
げ
つ月
の
茶
会
を
開
催
。

台
風
の
影
響
で
満
月
を
望
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
来
場

者
ら
は
、
明
治
後
期
に
建
て
ら
れ
た
ロ

マ
ン
あ
ふ
れ
る
館
内
で
、
展
示
さ
れ
た

ひ
な
飾
り
を
眺
め
た
り
、
煎せ

ん
ち
ゃ茶
や
抹

茶
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

串
間
シ
ヅ
エ
さ
ん
（
大
王
町
）
は
「
い

い
雰
囲
気
の
中
で
お
茶
を
た
て
る
こ
と

が
で
き
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
う
れ
し

か
っ
た
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
一
手
ま
で
息
詰
ま
る
熱
戦     

女
流
王
将
戦
第
１
局

　

10
月
６
日
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ガ
ー
デ
ン
内
の
吉
助
で
、
女
流
王
将
戦

第
１
局
が
行
わ
れ
、
里
美
香
奈
女
流
王

将
に
中
村
真ま

り

か
梨
花
女
流
二
段
が
挑
み
ま

し
た
。
同
ガ
ー
デ
ン
内
で
は
畠は

た
け
や
ま山
鎮ま
も
る

七

段
が
、
棋
士
の
対
局
中
の
一
風
変
わ
っ

た
癖
や
こ
だ
わ
り
な
ど
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
大
盤
解
説
し
、
集
ま
っ
た
フ
ァ
ン
の

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
盤
上
で
は
、

中
盤
か
ら
勝
負
手
を
連
発
し
た
先
手
の

中
村
二
段
が
69
手
で
先
勝
。
中
村
二
段

は
「
最
後
の
最
後
ま
で
分
か
ら
な
い
対

局
だ
っ
た
。
次
回
も
力
を
尽
く
し
て
頑

張
り
た
い
」
と
次
の
戦
い
へ
の
意
気
込

み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

文
化
の
秋
に
見
聞
を
広
め
る    

特
別
企
画
展
「
都
城
と
琉
球
王
国
」

　

都
城
島
津
伝
承
館
の
特
別
企
画
展

「
都
城
と
琉
球
王
国
」
が
、
10
月
７
日

か
ら
11
月
29
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
琉
球
の
王
族
尚し

ょ
う
け家
が
愛
用
し
た
王

冠
や
色
鮮
や
か
な
紅び

ん
が
た
い
し
ょ
う

型
衣
裳
な
ど
の
国

宝
の
ほ
か
、
都
城
と
琉
球
王
国
の
歴
史

的
つ
な
が
り
を
記
録
し
た
史
料
を
展
示
。

来
館
者
ら
は
、
展
示
物
を
見
学
し
た
り
、

都
城
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け

た
り
し
て
、
見
聞
を
広
め
て
い
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の
永
山
実じ

つ
お男

さ
ん
（
都
原
町
）

は
「
沖
縄
県
で
も
普
段
、
展
示
さ
れ
な

い
貴
重
な
も
の
ば
か
り
。
ぜ
ひ
、
会
場

に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と
企
画
展
の

魅
力
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

秋
空
の
下
、お
い
し
い
お
肉
に
舌
鼓

都
城
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル

　

日
本
一
の
肉
の
ま
ち
都
城
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
始
ま
っ
た
都
城
焼
肉
カ
ー
ニ
バ

ル
が
10
月
６
日
、
観
音
池
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
、５
０
０
席
の
テ
ー

ブ
ル
が
準
備
さ
れ
た
会
場
に
は
、
家
族

連
れ
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
２
万

人
が
来
場
。
炭
火
コ
ン
ロ
で
県
内
産
の

牛
や
豚
、
鶏
を
焼
い
て
食
べ
な
が
ら
吹

奏
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
毎
年
訪

れ
て
い
る
日
野
篤あ

つ
よ
し義

さ
ん
（
郡
元
町
）

は
「
今
年
も
、
社
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

た
め
に
来
た
。
地
元
産
の
肉
を
食
べ
て

元
気
に
頑
張
り
た
い
」
と
社
員
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

の
ち

ち
ょ
う
よ
う
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キャプテン

ｂｊリーグ
宮崎シャイニングサンズ

今
シ
ー
ズ
ン
の
サ
ン
ズ
は
、
小
島
選

手
を
除
い
て
、
全
て
の
選
手
と
ス
タ
ッ

フ
が
入
れ
替
わ
っ
た
新
し
い
チ
ー
ム
。

４
人
の
外
国
人
選
手
も
ア
ジ
ア
で
の
経

験
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
で
の
プ
レ
ー

は
初
め
て
。
そ
ん
な
チ
ー
ム
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
キ
ャ

プ
テ
ン
の
大
役
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ

た
小
島
選
手
は
「
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る

と
い
う
よ
り
は
、
一
生
懸
命
な
姿
を
見

せ
て
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
行
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
ま
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
足
首
の
け
が
か

ら
、
２
カ
月
間
試
合
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
小
島
選
手
。
そ
の
経

験
か
ら
、
シ
ー
ズ
ン
52
試
合
を
戦
い
抜

く
た
め
に
は
、
技
術
面
は
も
ち
ろ
ん
、

当
た
り
負
け
し
な
い
体
力
が
必
要
と
練

習
に
熱
が
入
り
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標
は
、
東
西
両

リ
ー
グ
の
勝
者
を
決
め
る
プ
レ
ー
オ
フ

進
出
。「
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
試
合

以
外
に
も
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
の
ダ
ン
ス

や
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
魅
力

満
載
の
試
合
会
場
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
、
サ
ン
ズ
を
応
援
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

10
月
13
日
の
開
幕
戦
で
は
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
、
滋
賀
レ
イ
ク
ス
タ
ー

ズ
か
ら
勝
利
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
プ

レ
ー
オ
フ
進
出
を
目
指
し
て
、
頑
張
れ

サ
ン
ズ
！　

ゴ
ー
ゴ
ー
サ
ン
ズ
！

県
内
初
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
宮
崎
シ
ャ
イ
ニ
ン

グ
サ
ン
ズ
。
チ
ー
ム
設
立
か
ら
３
年
目

を
迎
え
た
今
シ
ー
ズ
ン
、
２
代
目
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

の
が
小
島
佑
太
選
手
（
東
町
・
29
歳
）

で
す
。

小
島
選
手
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の

出
身
。
小
学
生
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始

め
、
栃
木
県
内
で
も
負
け
知
ら
ず
の

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
た
小
島
選
手
は
、

中
学
・
高
校
へ
と
進
む
に
つ
れ
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
と
り
こ
に
な
り
ま
し
た
。
大

学
卒
業
後
は
、
２
つ
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
経
験
し
、
サ
ン
ズ

設
立
と
同
時
に
入
団
し
ま
し
た
。

小島 佑
ゆ う た

太さん
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え
び
の
市
猟
友
会
の
駆
除
班
員
が
わ

な
な
ど
で
捕
獲
し
た
鹿
を
、
鹿
協
会
の

会
員
が
肉
と
皮
に
分
け
、
県
外
の
業
者

に
委
託
し
て
皮
を
な
め
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
製
品
は
、会
員
の
手
作
り
。「
一

つ
の
も
の
を
作
る
の
に
時
間
は
か
か
り

ま
す
が
、
そ
の
分
、
気
持
ち
を
込
め
て

い
ま
す
」
と
手
作
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を

話
す
下
牟
田
さ
ん
。
今
後
は
、「
革
の
な

め
し
か
ら
製
品
加
工
ま
で
一
貫
し
て
行

え
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
す
。

最
近
は
全
国
か

ら
製
品
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

鹿
革
製
品
は
、
え

び
の
市
役
所
近
く

の
販
売
所
の
ほ
か
、

真
幸
駅
や
白
鳥
温

泉
、
え
び
の
市
鹿
協
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
イ
ト
で
も
購
入
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

環
霧
島
圏
域
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す

鹿
に
よ
る
自
然
や
農
作
物
へ
の
被
害

は
、
環
霧
島
地
域
で
も
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
え
び
の
市
の
鹿
協
会

で
は
、
こ
う
し
た
鹿
被
害
の
防
止
対
策

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
捕
獲
し
た
鹿
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
協

会
で
会
長
を
務
め
る
下
牟
田
さ
ん
は
、

農
商
工
が
連
携
し
た
新
た
な
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
や
、
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
会
で
は
、
法
令
に
基
づ
き
駆
除
し

た
鹿
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
と
、
昨

年
５
月
か
ら
本
格
的
に
鹿
革
製
品
の
販

売
を
始
め
ま
し
た
。取
り
扱
う
製
品
は
、

財
布
や
小
物
入
れ
、
バ
ッ
グ
、
ジ
ャ
ン

パ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。「
鹿
革
は
、
丈

夫
で
温
か
く
、
長
持
ち
し
ま
す
。
希
望

が
あ
れ
ば
、
お
好
み
の
製
品
を
作
り
ま

す
よ
」
と
話
す
下
牟
田
さ
ん
。

Vol.7

今
月
は
、
え
び
の
産
鹿
革
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
す
下
牟
田
盛
利
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

え
び
の
市
企
画
課　

☎
０
９
８
４

−

35

−

１
１
１
１

　
　

簡
単
！　

煮
る
だ
け
大
根
料
理

か
わ
り
五
目
煮

※
１
人
分
１
８
３
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
1
・
６
㌘

●材料 (４人分 )
　鶏もも肉（皮なし）…300g　大根…200g　ニンジン…100g
　里芋…100g　こんにゃく…150g　ショウガ…10g　ネギ…5g
　水…300cc　サラダ油…大さじ 1
　　　　　砂糖…大さじ 1　　みそ…40g
　　　　　酒…大さじ 1　　　濃口しょうゆ…大さじ 1/2
●下準備　こんにゃく…食べやすい大きさに切りさっとゆでる
　　　　　野菜、鶏肉…一口大に切る
●作り方　①�鍋に油を熱し、みじん切りのショウガと鶏肉を炒め、

大根、ニンジン、こんにゃくを加えて炒める
　　　　　　里芋と水を加えて柔らかくなるまで煮る
　　　　　②�〔A〕を加え、煮汁が少なくなるまで煮て小口切り

のネギを散らす

大根の葉には、
ビタミンＡやカ
ルシウムなどが
豊富に含まれて
います。油で炒
めたり、みそ汁
に入れたりして
いろいろな味が
楽しめます。

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

〔A〕

鹿革を使った新たなビ
ジネスに挑戦中の
下牟田　盛利さん

大
根
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
消
化

酵
素
が
多
く
含
ま
れ
る
冬
野

菜
で
す
。
葉
に
近
い
部
分
は
、
柔
ら

か
く
甘
い
の
で
サ
ラ
ダ
や
マ
リ
ネ

に
、
先
の
部
分
は
辛
み
が
強
い
の
で

薬
味
に
、
そ
し
て
中
央
部
分
は
煮
物

に
適
し
て
い
ま
す
。
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

第
２
回
施
設
見
学
会（
企
業
編
）

●
日
時　

11
月
28
日
㈬

９
時
20
分
出
発　

16
時
帰
着
予
定�

●
集
合
時
間
・
場
所　

９
時
15
分

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

●
行
程　

ツ
カ
サ
電
工
㈱
→
霧
島
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
→
川
の
駅
公
園（
昼
食
）

→
㈱
サ
ニ
ー
・
シ
ー
リ
ン
グ
→
ヤ
マ
エ
食

品
工
業
㈱

●
定
員　

40
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
11
月
21
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
連
絡

し
ま
す

●
費
用　

１
０
０
円（
１
日
傷
害
保
険
料
）

※
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参　

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
す
る
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
11
月
16
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
、
秘
書
広
報
課
広
聴
担
当
（
〒
885

−

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。
１
枚
の
は
が
き
で

２
人
ま
で
応
募
可
（
代
表
者
に
は
◎
印
）

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

●
日
時　

平
成
25
年
１
月
20
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

●
コ
ー
ス　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

発
着
の
三
股
方
面
を
折
り
返
し

●
種
目

【
男
子
】
２
㌔
（
小
学
３
～
６
年
生
）

５
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

【
女
子
】
２
㌔
（
小
学
３
～
６
年
生
）

３
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

●
参
加
料　

小
・
中
学
生
、
高
校
生

５
０
０
円　

一
般
・
壮
年
１
、０
０
０
円

　

12
月
３
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎
26

−

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
系
の
新
規
創
業
者
の
育
成
を
支
援

す
る
施
設
で
す
。

●
対
象　

①
18
歳
以
上
の
新
規
開
業
を
目

指
す
個
人
・
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
は
開
業
後

１
年
未
満
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ　

②
中
心

市
街
地
で
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
出
店
を

目
指
す
個
人
・
グ
ル
ー
プ　

③
取
扱
要
項

の
応
募
資
格
要
件
を
満
た
す
人　

④
①
～

③
ま
で
の
全
て
を
満
た
し
、
商
工
会
議
所

や
関
係
機
関
が
実
施
す
る
、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
受
講
し
た
人
（
受
講
予
定
者

含
む
）、
同
等
の
知
識
を
有
す
る
人

●
定
員　

４
人
（
予
定
）

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ
南
側

●
期
間　

平
成
25
年
６
月
～
26
年
３
月
31

日
の
10
カ
月
間

●
営
業
時
間　

11
時
～
19
時

●
定
休
日　

火
曜
日

●
店
舗
（
３
坪
）
使
用
料　

月
額
１
万
円

※
共
益
費
が
別
途
月
額
５
、０
０
０
円

　

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮
ま
で
に
商

業
観
光
課　

☎
23

−

２
９
８
３

ま
ち
な
か
ウ
オ
ー
ク
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
25
日
㈰

８
時
30
分
受
付　

９
時
開
会
式

※
雨
天
中
止

●
出
発
・
到
着
場
所　

都
城
市
立
美
術
館

●
コ
ー
ス　

神
柱
公
園
→
中
央
通
り
商
店

街
→
攝し
ょ
う
ご護
寺
（
５
・
５
㌔
）　　
　
　
　
　

●
定
員　

２
０
０
人　

※
要
申
し
込
み

●
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、

帽
子
、
健
康
保
険
証
（
写
し
）
な
ど

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之
口

●
日
時　

12
月
２
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

山
之
口
地
区
公
民
館

●
内
容　

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
坂
井
淳
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
保

育
園
児
、
小
・
中
学
生
、
一
般
、
自
主
教

室
生
の
作
品
展
示
、
生
涯
学
習
自
主
教
室

発
表
、
小
学
生
郷
土
芸
能
披
露
、
保
育
園

児
の
遊
戯
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

体
験
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
地
場
産
品
販
売

ほ
か

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

−

３
１
１
１
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INFORMATION

庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り
・
そ
う
あ
い
村
ま
つ
り

●
日
時　

12
月
９
日
㈰　

10
時
～
13
時

●
場
所　

町
家
カ
フ
ェ
も
ち
な
が
邸

●
内
容　

庄
内
産
新
そ
ば
粉
と
田
舎
そ
ば

の
販
売
な
ど

【
年
越
し
そ
ば
打
ち
体
験
】

●
時
間　

①
９
時
30
分
～　

②
11
時
～

●
定
員　

各
40
人

●
受
講
料　

１
、０
０
０
円

　

町
家
カ
フ
ェ
も
ち
な
が
邸

　
　
　

☎
37

−

０
０
０
２

都
城
市
民
交
益
活
動
支
援
事
業

昔
話
を
楽
し
む
語
り
と
音
楽

　

語
り
部
に
よ
る
昔
話
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
18
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

●
入
館
料　

大
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も
２
０
０
円

　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館　

　
　

☎
58

−

６
９
０
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
歌
と
踊
り
】

●
日
時　

11
月
15
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

劇
団
「
三み

き喜
」

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

都
城
市
地
域
福
祉
推
進
大
会　

　

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た
個
人
・

団
体
な
ど
の
表
彰
と
、
地
域
福
祉
活
動
の

実
践
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

都
城
市
社
会
福
祉
功
労
者
な
ど

の
表
彰
や
、
桃
山
学
院
大
学
松ま
つ
の
は
な端

克
文

教
授
に
よ
る
講
演
・
実
践
報
告
会

　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

都
城
民
俗
芸
能
祭

●
日
時　

12
月
２
日
㈰

　
　
　
　

12
時
30
分
開
場　

13
時
開
会

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
出
演　

大
井
手
奴
踊
り
（
高
城
町
）、
南

小
学
校
（
姫
城
町
）、
浦
安
の
舞
（
志
布

志
市
）、
重
信
優ま
さ
る（

ゴ
ッ
タ
ン
）
ほ
か
４

団
体

●
入
場
整
理
券
の
取
り
扱
い　

生
活
文
化
課
、各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル

※�

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
の
配
布
は
、

11
月
１
日
㈭
か
ら
行
い
ま
す

　

生
活
文
化
課　

☎
23

−

２
１
３
２

総
合
文
化
祭
会
場
な
ど
の
一
部
変
更

　

総
合
文
化
祭
の
展
示
部
門
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
み
）
の
会
場
と
展
示
期

間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
期
間　

12
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮

９
時
～
17
時　

※
14
日
は
15
時
ま
で　

●
場
所　

都
城
市
立
美
術
館

●
内
容　

絵
画
、
書
道
、
陶
芸
、
写
真
、
彫

刻
な
ど
の
展
示

　

生
活
文
化
課　

☎
23

−

２
１
３
２

都
城
島
津
邸
お
茶
会
（
煎
茶
）

　

菊
花
飾
り
で
彩
ら
れ
た
都
城
島
津
邸

で
、
ひ
と
味
違
っ
た
お
茶
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
18
日
㈰　

10
時
～
15
時

※
菊
花
展
は
11
月
18
日
㈰
ま
で
開
催

●
場
所　

都
城
島
津
邸
石
蔵

●
対
象　

本
宅
ま
た
は
都
城
島
津
伝
承
館

を
観
覧
し
た
人
に
無
料
提
供

※
当
日
の
観
覧
券
の
半
券
が
必
要

●
定
員　

先
着
２
０
０
人

※
無
く
な
り
次
第
、
終
了

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

−

２
１
１
６

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

11
月
18
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、
門

出
八
嶋

−

八
嶋
合
戦
の
段
・
八
嶋
の
浦
の

段
、
間
狂
言

−

太
郎
の
御ご
ぜ
む
け

前
迎　
　

�

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

−

３
１
１
１
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

宮
崎
県
Ｓ
Ａ
Ｐ
50
周
年
記
念
大
会

闘
え
!! 

　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
キ
ッ
チ
ン

●
日
時　

11
月
23
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

松し
ょ
う
せ
ん
き
ゅ
う

泉
宮
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン（
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ガ
イ
ア
・
リ
ゾ
ー
ト
内
）

●
内
容　

県
内
各
地
の
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
員
（
青

年
農
業
者
）
な
ど
が
、
自
慢
の
農
産
物
を

使
っ
て
創
作
料
理
を
出
品
し
、
来
場
者
の

人
気
投
票
で
１
位
を
決
定
す
る
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
キ
ッ
チ
ン
、
農
産
物
・
加
工
品
を

販
売
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ル
シ
ェ
ほ
か

　

宮
崎
県
Ｓ
Ａ
Ｐ
50
周
年
記
念
大
会
実

行
委
員
会
（
県
地
域
農
業
推
進
課
内
）

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
１
２
６

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
２
周
年
記
念

霧
島
ジ
オ
ツ
ア
ー
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
23
日
㈮　

10
時
～

●
集
合
場
所　

え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

●
コ
ー
ス　

①
え
び
の
高
原
池
巡
り
コ
ー

ス　

②
韓
国
岳
コ
ー
ス

●
対
象　

小
学
校
５
年
生
以
上

※
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴

●
定
員　

各
30
人　

※
申
し
込
み
順

●
準
備
す
る
も
の　

昼
食
と
飲
み
物

　

11
月
16
日
㈮
ま
で
に
霧
島
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
９
５

−

64

−

０
９
３
６

平
成
25
年
都
城
市
成
人
式

　

地
区
ご
と
に
開
催
日
時
・
場
所
が
異
な

り
ま
す
。
対
象
者
で
案
内
状
が
届
か
な
い

人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

地
区

日
程
・
開
会
時
間
・
場
所

姫
城

１
月
５
日
㈯　

10
時
30
分
～

中
央
公
民
館
大
集
会
室

小
松
原

１
月
５
日
㈯　

10
時
30
分
～

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

１
月
５
日
㈯　

10
時
～

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

１
月
５
日
㈯　

13
時
30
分
～

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

１
月
５
日
㈯　

10
時
～

五
十
市
地
区
公
民
館

横
市

１
月
４
日
㈮　

10
時
20
分
～

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

１
月
５
日
㈯　

10
時
～

沖
水
中
学
校
体
育
館

志
和
池

１
月
５
日
㈯　

10
時
30
分
～

志�
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

１
月
４
日
㈮　

10
時
～

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳

１
月
３
日
㈭　

10
時
30
分
～

西
岳
地
区
公
民
館

中
郷

１
月
５
日
㈯　

14
時
～

中
郷
地
区
公
民
館

山
之
口

１
月
５
日
㈯　

10
時
～

シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

高
城

１
月
５
日
㈯　

10
時
～

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田

１
月
５
日
㈯　

10
時
～

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎

１
月
５
日
㈯　

未
定

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

都
城
き
り
し

ま
支
援
学
校
１
月
12
日
㈯　

11
時
～

都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校
体
育
館

※��

高
崎
地
区
の
開
会
時
間
は
、決
定
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

−

９
５
４
５

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
in
し
わ
ち

●
日
時　

11
月
24
日
㈯　

８
時
受
付

●
集
合
場
所　

志
和
池
地
区
体
育
館

●
定
員　

１
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
以
下
３
０
０
円
（
保
険
料
、
軽
食
代

含
む
）

　

11
月
12
日
㈪
ま
で
に
、
農
村
整
備

課　

☎
23

−

２
９
８
１

都
城
研
究
拠
点
一
般
公
開

●
日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
14
時
30
分

●
場
所　

九
州
沖
縄
農
業
セ
ン
タ
ー
都
城

研
究
拠
点
（
母
智
丘
公
園
北
側
）

●
内
容　

い
ろ
い
ろ
な
品
種
の
サ
ツ
マ
イ

モ
の
展
示
や
試
食
、
焼
き
芋
の
試
食
ほ
か

　

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
都
城

研
究
拠
点　

☎
24

−

４
２
７
０

が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
環
霧
島
決
勝
大
会

●
日
時　

12
月
２
日
㈰　

10
時
～
14
時

※
12
時
30
分
に
試
食
・
投
票
締
め
切
り

●
場
所　

道
の
駅
た
か
ら
べ「
き
ら
ら
館
」

●
試
食
券
（
投
票
券
付
き
）　

前
売
券
１
５
０
円
（
曽
於
市
内
の
道
の
駅

で
販
売
）、
当
日
券
２
０
０
円

　

曽
於
市
観
光
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
28

−

０
１
１
１
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INFORMATION

南
九
州
大
学
市
民
講
座

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

●
日
程　

12
月
１
日
㈯

●
時
間
・
内
容
・
講
師

10
時
～
12
時　
「
秋
か
ら
冬
に
楽
し
む
コ
ン
テ

ナ
ガ
ー
デ
ン
」　

長
江
嗣し

ろ
う朗
准
教
授

13
時
～
15
時　
「
水す

い
き
ん
く
つ

琴
窟
を
作
ろ
う
」

徳
原
隆
准
教
授

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象　

都
城
市
、
三
股
町
、
鹿
児
島
県

曽
於
市
・
志
布
志
市
在
住
者

●
定
員　

30
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

●
費
用　

１
、０
０
０
円

●
そ
の
他　

昼
食
は
持
参
。
実
習
用
具
な

ど
は
大
学
側
で
準
備
し
ま
す

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
11
月
22
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
経
営
戦
略
課
内
都
城
・
三
股
広

域
行
政
推
進
協
議
会
事
務
局
（
〒
885

−

８
５
５
５
）　

☎
23

−

２
１
１
５

犬
の
し
つ
け
方
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
12
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
対
象　

登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
み

の
犬
（
生
後
３
カ
月
～
12
カ
月
ぐ
ら
い
の

犬
を
優
先
）
の
飼
育
者
で
、
２
日
間
と
も

受
講
で
き
る
人

●
定
員　

10
組
程
度　

※
申
し
込
み
順

　

11
月
14
日
㈬
ま
で
に
都
城
保
健
所

　
　
　

☎
23

−

４
５
０
４

脱
メ
タ
ボ
！
健
康
教
室（
栄
養
編
）

　

メ
タ
ボ
を
解
消
し
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

11
／
21
㈬　

９
時
30
分
～
13
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

11
／
30
㈮　

19
時
～
21
時　

山
之
口
地
区
公
民
館

●
対
象　

40
歳
～
64
歳
ま
で
の
市
民

※
要
申
し
込
み

●
定
員　

各
30
人

●
参
加
費　

一
人
１
０
０
円

●
準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

●
申
込
期
限　

各
日
程
の
１
週
間
前
ま
で

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

山
之
口
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
57

−

３
１
１
１

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター	 ☎ 22-1659

11/19 ㈪
10 時～

「いちごクラブ」
クリスマスグッズ作りをしよう
対象：２歳以上の親子

11/26 ㈪　
10 時～

「とんとんクラブ」
親子でおやつ作り
対象：２歳以上の親子
※要申し込み

11/28 ㈬
10 時～

子育て広場「みんなであそぼう！」
場所：志和池地区公民館

12/ ３㈪
10 時～

「ふたごの会」ふたご以上の親子・
妊婦さんの集いの場

◆山之口子育て支援センター	 ☎ 57-3298

11/27 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：山之口多目的研修センター

11/28 ㈬
10 時 30 分～

「チューリップ球根植え」
※�直径 20㎝程度の植木鉢１個を持
参ください

12/ ４㈫
10 時 30 分～

「公園で遊ぼう」
場所：山之口運動公園

◆山田子育て支援センター	 ☎ 64-3171

11/15 ㈭
10 時～

「にこにこ教室」まつぼっくりを
使ったクリスマスツリー作り
※材料はセンターで準備します

11/19 ㈪
10 時～

「英語であそぼ」
絵本・手遊び・ゲーム

11/21 ㈬
10 時～

「保育参加・離乳食・給食体験」　
場所：山田中央保育所
※要申し込み

11/28 ㈬
10 時～

「親子でリトミック」
親子で楽しいリズム遊び

11/29 ㈭
10 時～ 「誕生会」10 月・11 月生まれ

※�ほかにもいろいろな行事があります。詳
しくは、各子育て支援センターに問い合
わせください
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生
活
習
慣
病
予
防
教
室

健
康
ラ
イ
フ
教
室

　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
市
民
を
対
象
に

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

血
圧
や
血
糖
値
な
ど
が
高
め
の
人
は
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

12
月
12
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
内
容　

調
理
実
習
（
午
前
）、
自
宅
で

継
続
で
き
る
運
動
（
午
後
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

12
／
12
㈬　

10
時
～
13
時
30
分　
　

編
み
パ
ン
、
ミ
ニ
ツ
リ
ー
パ
ン

12
／
26
㈬　

10
時
～
13
時
30
分　
　

レ
モ
ン
ポ
ピ
ー
シ
ー
ド
、
は
ち
み
つ
ミ
ル
ク
パ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

−

２
０
８
８

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

生
涯
学
習
講
座

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

布
ぞ
う
り
作
り
（
全
２
回
）

11
／
27
㈫
・
12
／
４
㈫　

10
時
～
12
時

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）　

１
、４
０
０
円

締
め
切
り
：
11�

／�

17
㈯

キ
ッ
ズ
ヨ
ガ
（
全
２
回
）

11
／
30
㈮
・
12
／
７
㈮　

15
時
～
16
時　

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）　

１
、１
０
０
円

締
め
切
り
：
11�

／�

20
㈫

※
対
象
は
３
～
６
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
全
６
回
）

第
２
・
４
木
曜
日
（
11
／
22�

㈭
～
）

19
時
30
分
～
21
時　

小
松
原
地
区
公
民
館

３
、３
０
０
円　
　

締
め
切
り
：
11
／
12
㈪

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素

危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習

●
日
程　

11
月
27
日
㈫
～
29
日
㈭　

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

●
定
員　

１
０
０
人

●
受
講
料　

１
万
４
、０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
、３
１
０
円

　

㈳
宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

−

５
６
０
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
】

●
日
時　

11
月
24
日
㈯　

13
時
～
15
時

●
定
員　

20
人

●
材
料
費　

２
、５
０
０
円

●
締
め
切
り　

11
月
20
日
㈫

【
着
付
け
教
室
（
無
料
）】

●
日
時　

11
月
25
日
㈰　

13
時
～
15
時

●
定
員　

10
人

●
持
参
す
る
も
の　

着
物
、
腰
ひ
も
（
４

～
５
本
）、
肌
着
、
長
じ
ゅ
ば
ん
、
足
袋
、

名
古
屋
帯
ま
た
は
袋
帯
、
伊
達
締
め
、
帯

ま
く
ら
、
帯
上
げ
、
帯
締
め

●
締
め
切
り　

11
月
21
日
㈬

【
手
打
ち
そ
ば
教
室
】

●
日
時　

11
月
27
日
㈫　

10
時
～
13
時

●
定
員　

15
人

●
材
料
費　

５
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
締
め
切
り　

11
月
20
日
㈫

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

−

２
０
０
１

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
30
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４
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INFORMATION

　「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

強
化
週
間
中
は
、
時
間
を
延
長
し
、
土
・

日
曜
日
に
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
期
間　

11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

●
専
用
電
話
（
通
話
料
無
料
）　

　

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

【
無
料
弁
護
士
相
談
（
要
予
約
）】

●
日
程　

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　

☎
０
９
８
５

−

22

−

５
１
２
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

11
月
20
日
㈫　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

　

11
月
27
日
㈫�　

13
時
～
16
時

※�

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

9
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

０
９
４
４

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

11
／
20
㈫　

13
時
30
分
～
14
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

11
／
27
㈫　

13
時
～
14
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
配

偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
相
談

や
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

−

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

11
月
16
日
㈮　

13
時
～
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
４

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　

土
地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
み
ど

り
と
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
都
市
計

画
道
路
の
見
直
し
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
の
会
場
で
も
参
加
は
で
き
ま
す
が
、

道
路
に
関
す
る
計
画
の
説
明
は
、
地
域
内

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

11
／
16
㈮

中
央
公
民
館
（
姫
城
地
区
）

11
／
19
㈪

高
崎
総
合
支
所

11
／
20
㈫

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

11
／
22
㈭

沖
水
地
区
公
民
館

11
／
26
㈪

志
和
池
地
区
公
民
館

11
／
27
㈫

庄
内
地
区
公
民
館

11
／
28
㈬

五
十
市
地
区
公
民
館

11
／
29
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

11
／
30
㈮

中
郷
地
区
公
民
館

●
時
間　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

　

都
市
計
画
課　

☎
23

−

２
７
６
２

宮
崎
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
時
間
額
６
５
３
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。最
低
賃
金
は
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
県
内
で
働

く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
９
８
５

−

38

−

８
８
３
６
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

都
城
市
の
市
道
お
よ
び
都
市

公
園
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
道

路
法
お
よ
び
都
市
公
園
法
が
改
正
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い

た
市
道
と
都
市
公
園
に
係
る
構
造
な
ど

の
技
術
的
基
準
や
設
置
基
準
に
つ
い
て

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

●
意
見
の
募
集
期
間

11
月
12
日
㈪
～
12
月
11
日
㈫

●
公
表
の
場
所　

道
路
公
園
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
２
階
）、

各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」

を
利
用
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団

体
名
を
明
記
し
、
封
書
で
道
路
公
園
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
各
総
合
支
所
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
提
出
で
き

ま
す
。
氏
名
、
住
所
な
ど
の
記
載
が
な

い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考
え
方
を

公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

道
路
公
園
課

☎
23

−

２
７
７
５　

FAX�

23

−

２
１
５
８

doboku@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行

　

確
定
申
告･

住
民
税
申
告
時
の
社
会

保
険
料
控
除
の
た
め
に
使
用
す
る
国
民

健
康
保
険
税
納
付
証
明
書
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
納
付
証
明
書
、
介
護
保

険
料
納
付
証
明
書
は
、
平
成
25
年
１
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。（
平
成
24
年
中

に
納
付
し
た
額
を
記
載
）

　

な
お
、
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人
が

窓
口
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
場
合

に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
に
よ
る
本
人

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
以
外
の
人
が
窓
口
で
交
付
を
受
け
る

場
合
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分

を
証
明
す
る
も
の
と
委
任
状
（
①
証
明

書
が
必
要
な
人
の
名
前
・
住
所
と
押
印

②
申
請
と
受
領
す
る
人
の
名
前
・
住
所

③
い
つ
の
納
付
証
明
の
発
行
を
委
任
す

る
か
明
記
し
た
も
の
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
委
任
状
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

　

保
険
年
金
課　

☎
23

−

７
１
４
４

　
　

介
護
保
険
課　

☎
23

−

２
５
９
６

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

12
／
５
㈬
②
志
和
池
地
区
公
民
館

12
／
11
㈫
②
中
郷
地
区
公
民
館

12
／
16
㈰
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
18
㈫
①
山
之
口
地
区
公
民
館

●
受
付　

①
８
時
～
９
時

　
　
　
　

②
８
時
～
11
時

●
定
員　

各
48
人

●
検
診
料　

９
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
昭
和
47
年
・
45
年
・
43
年
…
）

●
日
程
・
場
所

12
／
12
㈬
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

12
／
15
㈯

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
19
㈬

12
／
21
㈮

●
受
付　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

●
定
員　

各
60
人

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

【
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
平
成
３
年
・
元
年
…
）

●
日
程
・
場
所

12
／
６
㈭
①
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

②
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

①
９
時
～
10
時

　
　
　
　

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
定
員　

各
１
２
０
人

●
検
診
料　

８
０
０
円

※�

70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯

や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通

知
書
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除

さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

が
ん
患
者
家
族
交
流
会

　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
の
情
報
交
換

を
目
的
と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

症
状
別
の
食
事
の
工
夫

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

が
ん
相
談
支
援
室　

☎
23

−

４
１
１
１

年
金
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

　

老
齢
年
金
や
退
職
年
金
の
受
給
者

で
、
課
税
対
象
の
受
給
者
に
は
毎
年
11

月
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等

申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
12
月
１
日

ま
で
に
必
ず
確
認
し
て
、
日
本
年
金
機

構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

年
齢
が
65
歳
未
満
で
年
金
額

が
１
０
８
万
円
以
上
、
ま
た
は
年
齢
が

65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以

上
の
人

　

都
城
年
金
事
務
所

　
　

☎
23

−

２
５
７
１
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INFORMATION

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号
11/18
㈰

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
みまた病院（内） 22-1437
畠中小児科医院（小） 52-6000
もちお蛯原医院（整形・形成） 21-5355
安藤医院（消・外・内） 39-2226
西浦耳鼻科（耳鼻） 22-0715
タケザキデンタルクリニック 23-8110

11/23
㈮

藤元上町（内） 23-4000
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
たけしたこども医院（小） 51-0005
福島外科（外・胃） 38-1633
花房医院（泌） 25-1177
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
一万城安楽歯科医院 26-1118

11/25
㈰

早水公園クリニック（内・小・外・消・ｱﾚ） 36-6117
ベテスダクリニック（内） 22-1700
あきづき医院（内・心内） 36-0534
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳外科） 80-4313
庄内医院（整・ﾘﾊ） 37-0522
丸田産婦人科（産・婦） 23-7060
竹之下歯科医院 25-8833

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認して
ください

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
11/18 ㈰ プリマリー、かかりつけ支援センター、

ひばり、もちおさくら、とよみつ
11/23 ㈮ みまたファミリー、都北町
11/25 ㈰ 南山堂都城店、トロン、エイト、

すずかけ、サンライト川東店

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎
運
動

　

11
月
11
日
（
第
２
日
曜
日
）
は
、
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

宮
崎
」
の
日
で
す
。
地
域
で
環
境
美
化

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
政
策
課　

☎
23

−

２
１
３
０

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

　

介
護
し
て
い
る
家
族
同
士
で
、
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
日

頃
の
介
護
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
１
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

介
護
保
険
課　

　
　
　

☎
23

−

３
１
８
４

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
都
城
支
部　

☎
23

−

３
９
１
９

※�

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
で
は
、
認

知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

相
談
に
秘
密
厳
守
で
応
じ
て
い
ま
す

国
民
年
金
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・
市

町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
対
象
で

す
。
毎
年
11
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

と
き
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
人
に
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

都
城
年
金
事
務
所

　
　

☎
23

−

２
５
７
１

が
ん
検
診
実
施
機
関
の
辞
退

　

次
の
医
療
機
関
で
は
、
市
が
実
施
す

る
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
が
、

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

●
医
療
機
関
名　

城
南
病
院（
大
王
町
）

　

☎
23

−

２
８
４
４

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
の
追
加

　

次
の
医
療
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

●
医
療
機
関
名　

藤
元
早
鈴
病
院
（
早

鈴
町
）　

☎
25

−

１
２
１
２

ご
存
知
で
す
か
？

中
小
企
業
を
応
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金

　

事
業
所
内
で
最
も
低
い
賃
金
を
４
年

以
内
に
時
間
額
で
８
０
０
円
以
上
に
引

き
上
げ
る
賃
金
改
善
計
画
を
策
定
し
、

労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
器

具
の
導
入
な
ど
の
業
務
改
善
を
実
施
し

た
場
合
に
、そ
の
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
１
０
０
万
円
）
を
業
務
改
善
助
成
金

制
度
で
助
成
し
ま
す
。

　

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
９
８
５

−

38

−

８
８
３
６

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
を

１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労

働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
事
業
主
は
、
自
主
的
に
加
入
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

相
談
く
だ
さ
い
。

　

宮
崎
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室　

☎
０
９
８
５

−

38

−

８
８
２
２

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
は
８
年
に
１
度
の

取
り
替
え
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
交
換
に
は
、
水
道
局
が

委
託
し
た
業
者
が
事
前
に
連
絡
し
た
上

で
伺
い
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
な
ど
に
つ

い
て
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
局
業
務
課

　
　

☎
23

－

４
５
１
０
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図
書
館
だ
よ
り

iyakonojo
imata

oo
hibushi
定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって Vol.7

11
月
16
日
→
12
月
15
日

都城市立図書館　●休館日／11月19日・23日・26日、12月３日・６日・10日
高城図書館　　　●休館日／11月18日・20日・23日・27日、12月４日・11日

●開館時間／9：30～18：50
●開館時間／9：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
11
月
24
日
㈯　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
28
日
㈬　

15
時
～

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン
　
読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
24
日
㈯　

11
時
～

「
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
勝
利
の
食
堂

～
プ
ロ
ク
ラ
ブ
を
支
え
る
食
ス
ト
ー
リ
ー
～
」

間
宮
裕
子
（
著
）
㈱
カ
ン
ゼ
ン
（
出
版
）

Ｊ
リ
ー
グ
初
の
専
属
栄
養
士
と
な
っ
た
著
者
が
、「
勝
ち

飯
」
の
秘
訣
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
始
め
て
語
り
ま
す
。

「
じ
っ
た
ん
の
オ
ム
ラ
イ
ス
」

大
久
保
美
行
（
著
）
大
野
八
生
（
画
）
く
も
ん
出
版
（
出
版
）

ぼ
く
は
、
じ
っ
た
ん
に
料
理
を
習
っ
て
、
マ
マ
の
誕
生
日

に
オ
ム
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
じ
っ
た
ん
は
、
料

理
を
教
え
な
が
ら
マ
マ
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
の
話
を
し

て
く
れ
た
。

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
11
月
22
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会  

●
12
月
８
日
㈯　

14
時
30
分
～

　

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
の
う
さ
ぎ
さ
ん

◎問い合わせ　都城島津邸 　☎23-2116

「琉球国王の王冠（国宝）」
この王冠は、琉球国王が中国からの使者を迎え
るときや、国内の重要な儀式を執り行うときなど
に使用した冠で、明（中国）の皇帝から与えられ
たものです。
この冠には当初、７条の筋が施されていました
が、第 14 代尚

しょうぼく

穆王のころに 7条から 12 条に増え
ていることが肖像画で確認できます。この 12 条
の筋は黒のちりめんに金色の糸で縫われていて、
それぞれに 24 個の金や銀、水晶、サンゴなど７
種類の宝玉が付けられています。
琉球国王尚

しょう

家に伝わった美術
工芸品は、中国や日本、東南ア
ジア諸国などの影響を受けなが
ら、独自の美と技を用いて制作
されました。国宝でもあるこの
王冠も、そうした琉球王国の技
術の粋を集めて作られたことが
うかがい知れます。

◎問い合わせ　曽於市企画課 　☎76-8802

今回は曽於市を紹介します。
思いやりそお市民祭　11月10日㈯･11日㈰
10 日が島津悦子、11 日が野口五郎の歌謡ショー
のほか、風船のジローちゃんや郷土芸能、文化協
会の芸能発表も行われま
す。また、グルメ街道や
即売コーナーなど、曽於
市の魅力を心行くまで味
わえます。

悠久の森ウオーキング大会　11月25日㈰
全国遊歩百選の森に選定された財部町大川原峡
の ｢悠久の森｣ で、美しい紅
葉を見たり、川のせせらぎを
聞いたりしながら、７㎞の道
のりを歩くウオーキング大
会。マイナスイオンたっぷり
の森に癒やされるイベント
です。甘酒やこんにゃくなど
が振る舞われます。

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22−

０
２
３
９

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58−

４
２
２
４
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と

ク イ ズ広�報

問

問

問

答

答

答

  
● 
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
は
日
頃
の
準
備
が
大
切
で
す
が
、
ど
こ
か

で
大
丈
夫
だ
と
い
う
気
持
ち
も
。
子
ど
も
も
い
る
こ

と
で
す
し
、
意
識
を
変
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

（
太
郎
坊
町　

N2
マ
マ
さ
ん
）

● 

先
日
、
千
葉
県
に
あ
る
実
家
に
帰
省
し
た
と
き
の
こ

と
。
そ
こ
に
は
、ま
だ
液
状
化
の
跡
が
…
。
そ
れ
以
来
、

避
難
場
所
の
確
認
な
ど
、
事
前
に
で
き
る
こ
と
を
家

族
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

（
上
長
飯
町　

だ
い
や
ま
ま
さ
ん
）

● 

最
初
は
面
倒
だ
と
思
っ
て
い
た
自
治
公
民
館
の
活
動
。

地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
う
ち
に
、
顔
見
知
り

に
な
っ
た
り
良
く
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
（
高
崎
町
縄
瀬　

S
・
S
さ
ん
）

● 

自
治
公
民
館
の
特
集
の
中
に
出
て
く
る
た
く
さ
ん
の

「
人
」、「
人
」、「
人
」
の
文
字
。
や
は
り
、
人
は
人
に

助
け
ら
れ
、
お
互
い
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
ん
で

す
ね
。

 （
都
原
町　

家
族
に
乾
杯
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Vol.83
バヤンバト・ムンフバヤルさん（モンゴル）Vol.13

飲めるパン！ 

①糖尿病予防のポイントは、○○不足の解消
と食生活の改善

②許しません！　屋外焼却と不法○○

③あなたの今年の重大ニュースは？　（自由回答）
　

　先月13日に「ワールド・ビール＆トリビア・ナイト」
というイベントがありました。世界中のビールを楽
しみながら、雑学クイズにチームで挑むという催
し物です。参加者に、より気軽に国際交流をして
もらうことができたのではないかと思っています。
　私はスタッフとして3回目の参加でしたが、毎
回、来場した人の笑顔やクイズへのひたむきさに
元気をもらいます。そして、雑学によって世界中
への興味がますます湧いてきます。
　個人的には炭酸入りの飲み物がだめなので、
ビールも１回しか飲んだことがなく、ビールの味の
良さが分かりませんでした。しかし、イベント準
備のために、ビールの説明書をたくさん読んだり、
写真を見たりしていると「おいしいかも？」と思え
てきました。今年来られなかった皆さんは、来年
は参加して一緒に楽しみませんか？
※�タイトルの飲めるパンはロシ
アの慣用句でビールのこと

◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295



施 設 案 内施 設 案 内
今月の 読者プレゼント

商品提供事業者

【観音さくらの里入浴券10枚 ２組】

観音さくらの里
（高城町石山）
☎ 29-2100
自然がいっぱいの観音池公
園や自慢の温泉。大人から
子どもまで楽しめて、魅力
満載です。皆さんのご来場
をお待ちしています。

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や 11 月号を読んだ感想を書い
て、〒 885−8555　秘書広報課まで。正解者の中から、
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　11月30日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙１月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集し
ています。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎９月号クイズの結果【応募総数 48 通】
　★正解／①防災　② 302　③夏の思い出（自由回答）
◎９月号当選者　迫田  洋子さん（下川東二丁目）
　　　　　　　　肥後 まゆみさん（梅北町）

都城市役所�秘書広報課�行
（広報�都城�No.83��2012年11月号）

■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般800円　高校・大学生600円　中学生以下無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
11月26日㈪～12月3日㈪までは展示替作業のため休館
※�12月１日㈯・２日㈰・15日㈯・16日㈰は、住民票など
の発行はできません
◎特別展「巨匠たちのパレット展」　～11月25日㈰
■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「漆のお道具と掛軸」　～12月24日㈪

■たちばな天文台（高崎町）  ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00　
　　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館

入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎二足歩行ロボット工作教室（要予約）
　12月２日㈰　14：00～16：00

■旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900  
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演
　11月18日㈰　14：00～

■都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

観覧料　「本宅」　小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎特別展「都城と琉球王国」　～11月29日㈭
　特別展期間中の都城島津伝承館の観覧料は、
　一般300円　高校・大学生250円　小・中学生150円

※11月16日～12月15日の日程

市民参加型舞台制作事業　ドラマをつくる会 “ スマイルみやこんじょ ”

ふちもふち／こめもこめ



インフォメーション

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

市の提供番組紹介

■ BTV ケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ５ch）
　※毎回10 分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　①�６：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

■ MRT ラジオ（AM 放送 936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30 〜 15：45
■シティエフエム都城（FM 放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」　毎週：月〜金曜日
　９：49 〜９：54、15：54 〜 15：59（再）

都城市現住人口

市民参加型舞台制作事業　ドラマをつくる会 “ スマイルみやこんじょ ”

ふちもふち／こめもこめ

●点灯期間　11月23日㈮〜25年１月６日㈰
●点灯時間　18:00 ～ 22:00　
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

プラザイルミネーション 2012

※当日券は、各 200 円加算されます
　託児サービスあり（有料／要申し込み）　

Peace in Mind 〜静〜
第９回目となるプラザイルミ
ネーション。今年も多くの電飾
で交流プラザが彩られます。�
点灯初日には、癒やしの音色を届
けるミニコンサートや雑貨の作家
によるアートマーケットを開催し
ます。

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

　毎年 11 月３日に行われ、国
の無形民俗文化財に選択されて
いる「弥五郎どん祭り」。身の
丈約４mの弥五郎どんを先頭に
御
ご し ん こ う

神幸行列が参道を練り歩く浜
殿下りが行われるほか、浦安の
舞や神楽、棒踊りなどの郷土芸
能が奉納されます。弥五郎どん
に触れると、病気にかからない
とも言い伝えられていて、たく
さんの見物客でにぎわいます。

威風堂々！　弥五郎どんの浜
は ま

殿下り

今年も残すところ、あと２カ月。年々、１年が過ぎ
るのを早く感じるのは、私だけでしょうか。40

歳の節目の年。来年の１月２日に中学校の同窓会を開
く予定で準備を進めています。同級生で集まる機会が
増えていますが、卒業から 20 年以上が経過している
ので作業が思うように進まず悪戦苦闘。しかし、そん
な中でも昔話に花が咲き、楽しい時間になっています。
前回の同窓会から15 年。みんながどんな風に年を重
ねているのか、今から楽しみです。（真）

イベントカレンダー（11月16日～12月15日）
※【　】内は場所、問は問い合わせ先　

都城市エリア

11
月

18日㈰～12月2日㈰　
ベニヤアート展【総合文化ホール駐車場】
問�同事務局　☎ 090-1926-0986（芦田）

25日㈰　10：00～13：00
がねコンテストinせきのお【滝の駅せきのお】
問�滝の駅せきのお　☎ 37-3405

12
月

２日㈰　９：00～15：30
生きがいふれあいフェスタ山之口
【山之口地区公民館・勤労福祉センター】

問�山之口教育課　☎ 57-3111

８日㈯・９日㈰　９：30～16：00
道の駅都城　冬まつり
【道の駅都城】

問�都城圏域地場産業振興センター　☎ 38-4561
環霧島エリア

11
月

23日㈮　13:00～
住吉神社の流

や ぶ さ め

鏑馬【住吉神社】
問 曽於市社会教育課　☎ 099-482-5958

12
月

１日㈯　19:00～
狭野神楽【狭野神社】
問�高原町まちづくり推進課　☎ 0984-42-2115

曽於市

高原町

平成24年10月１日現在 前月比

世  帯  数 70,498世帯 （  －5）

人口総数 168,053人　 （ －93）

男 78,746人　 （－38）

女 89,307人　 （－55）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

困難を乗り越えてきた都城の歴史と
現在の暮らしを描く作品に、都城出
身の俳優、井之上隆志さんもゲスト
出演する予定です。

●日時　12月23日㈰
　開演14:30（開場14:00）

●料金　〔全席自由〕���大人 1,000 円
　　　　　　　　　　子ども（5歳～高校生）500 円
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